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『まちづくりプラン』重点プロジェクト 

令和 3年度の取組結果 
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まちづくりプランとは 

まちづくりプランとは、基本構想に基づき、基本施策の体系や施策を実現するための主

要な事業を示すものとして、「重点プロジェクト」と「分野別計画」の２部構成とし、市長

マニフェストと連動したものです。 

 

重点プロジェクトとは 

都市像である「緑豊かで健康な文化田園都市」の実現に向け、基本構想の方向性に沿っ

た「まちづくりプラン」の施策事業を展開していくなかで、今後４年間で重点的に取り組

むプロジェクトのことです。 

 

市長が政策集に示す５つの重点政策を基に、ワークショップなどの市民の意見を踏まえ、

「まちづくりプラン」施策体系の分野を横断して、戦略的、重点的に取り組めるよう、「５

つのプロジェクト」と「+１」にまとめたものです。 

 

「まちづくりプラン」の進捗管理について 

まちづくりプランの進行管理にあたっては、施策の実行性を確保するため、予算編成、

事務事業評価、行政改革、組織目標、人事評価など、既存の行政管理システムを最大限活

用した PDCA マネジメントサイクルによって施策の進行管理を行うこととしており、個

別事業の進捗状況については、「事務事業評価」によって行います。 

 

重点プロジェクトの進捗管理について 

重点プロジェクトについては目標指標を設定し、「まちづくりプランレビュー」として部

局別ヒアリングを実施し、施策の進行管理を確実に行います。 

各プロジェクトの令和 3 年度取組結果は３頁以降のとおりです。 
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重点プロジェクトと施策体系との関係 

 

 

 

 

 

 

  

まちづくりプラン施策体系   

 

 

重点プロジェクト 

 

〈1〉 〈2〉 〈3〉 〈4〉 〈5〉 〈6〉 

安
心
・
安
全 

緑 健
康 

文
化
・
教
育 

田
園
都
市 

市
民
協
働
・ 

行
財
政
運
営 

重点プロジェクトⅠ 

○     ○     
生み育てる喜びが感じられる子育て支援と人づくり 

重点プロジェクトⅡ 

○       ○ ○ 
市民協働による安全･安心な地域のまちづくり 

重点プロジェクトⅢ 

    ○ ○ ○   
だれもが安心して暮らし続けられる支え合いづくり 

重点プロジェクトⅣ 

  ○     ○  
まちの利点を生かした産業振興と未来への基盤づくり 

重点プロジェクトⅤ 
  ○   ○ ○   

時代の変化に対応した新たな都市づくり 

重点プロジェクト＋１ 

  ○   ○ ○ ○ 
開かれた行政、市民と未来を創る市役所 
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           生み育てる喜びが感じられる子育て支援と人づくり 重点プロジェクトⅠ 

 

 北部地域の拠点となる市立幼保連携型認定こども園（仮称）大住こども園の整

備に向けた実施設計を完了し、整備工事を開始しました。 

 （仮称）学校給食センター新築工事基本設計を策定し、実施設計の策定に着手し

ました。 

 子どもの安全を守るため通学路一斉調査を行い、123 箇所の安全対策を実施し

た。また、ワーク・ライフ・バランス推進のため、各種講座を開き、男女共同参画社会の

実現に向けた取り組みを進めました。 

 市立幼稚園・保育所再編整備計画に基づき、幼保連携型認定こども園の整備を

進めるとともに、中学校給食の早期実現に向け取組みを進めます。 

 

  

 

 

 

【目的・ねらい】 

 待機児童を発生させない安心の子育てシステムと、質の高い教育による次世代への

投資を進めます。 

 安全・安心で快適な食育環境の確保を図り、子どもにおいしい給食を提供します。 

 地域ぐるみで子どもの安全を守るとともに、ワーク・ライフ・バランスの啓発を推進

し、子育てしやすい環境づくりを進めます。 

 

【令和 3年度末までの取組状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の進め方】 

 

 

 

 

 

■ 成果指標 

指 標 名 当  初（令和元年度） 令和 3年度末 目  標  値 

子育て支援に関する

市民満足度 

７１．２％ 

（H29年度(2017)市民満足度調

査『安心して子どもを生み育てら

れる環境づくり』で「満足」「おおむ

ね満足」と答えた人の割合） 

― ↗ ※増加させる 

(R4年度(2022)に調査予定） 

待機児童数 
０人 

(H31年(2019)４月１日) 

０人 

(Ｒ3年(20２０)４月１日) 

０人 

（各年４月１日） 
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■ 事業メニュ－ 

ア ク シ ョ ン 取組概要 令和 3年度の取組み 担 当 課 

１ 待機児童を発生させない

ための取組み 

市立幼保連携型認定こども園の

整備 

〇（仮称）大住こども園に

係る基本設計及び実施設

計 

輝くこども未来室 

民間保育園などの整備促進 〇みんなのき三山木こど

も園施設整備の支援 

輝くこども未来室 

２ 保育サービスの充実 

市立保育所などにおける看護師

配置 

○一時的保育事業の実施 

○ＡＩによる保育所マッチ

ング 等 

輝くこども未来室 

３ 中学校完全給食の早期 

実現 

中学校完全給食の早期実現 ○中学校給食実施設計の

策定 

学校教育課 

４ 「地域・学校・行政」一体で

の児童の安全対策 

地域・学校と連携した小学校通学

路の安全対策 

〇通学路安全推進会議の

開催 

○通学路一斉調査の実施

及び改善対策の実施 

学校教育課 

５ ワーク・ライフ・バランスの

推進 

男性の家事・育児参画促進と、市

民、事業所向けワーク・ライフ・バ

ランスの啓発 

○第 3 次男女共同参画計

画に基づく事業の実施 

人権啓発推進課 

 
 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【参考】（仮称）大住こども園施設イメージパース 
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           市民協働による安全・安心な地域のまちづくり 重点プロジェクトⅡ 

 まちづくりに興味のある方と地域とのつながりを深めるため、「京田辺ええま

ちつくろうカフェ」を開催し、市民協働の深化を図りました。 

 防犯カメラや防犯灯の設置を進め、防犯対策を推進しました。また、避難所運

営個別マニュアル等を作成し、地域の防災力強化を図りました。 

 災害に強い基盤整備を進めるため、防災広場の用地買収等を行いました。 

 
 

 

 市民のコミュニティ活動の推進、区・自治会との連携強化のため、まちづくり

協議会の設置を進めるともに、防災広場を整備することで、市民協働による安

全・安心な地域のまちづくりを推進します。 

 

  

 

 

【目的・ねらい】 

 身近なまちの課題を市民が自分の事としてとらえ、課題解決のために意見交換を行

いながら、職員と地域とのつながりを深め、一緒に地域の課題を解決できるよう市

民協働の進化を目指します。 

 市民とともに、地域の防災力強化、防犯対策を推進することで、災害に強いシステ

ムの構築と安心のまちを目指します。 

 防災広場の整備や河川改修による治水対策の推進など、災害に強い基盤づくりを進

めます。 

 

 

【令和 3年度末までの取組状況】 
 

 

 

 

 

 

 

【今後の進め方】 

 

 

 

 

 

■ 成果指標 

指 標 名 当  初（令和元年度） 令和 3年度末 目  標  値 

防災・減災に関する市

民満足度 

７１．９％ 

（H29年度(2017)市民満足度調

査『災害に強いまちづくり』で「満

足」「おおむね満足」と答えた人の

割合） 

― ↗ ※増加させる 

（R4年度(2022)に調査予定） 

市内刑法犯総数（田

辺署管内で井手・宇

治田原町の数を除く

件数） 

５１２件 

（H29年(2017)） 

2６８件 

（R３年（2020）） 

↘ ※減少させる 

（R5年(2023)） 
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■ 事業メニュ－ 

ア ク シ ョ ン 取組概要 令和 3年度の取組み 担 当 課 

１ 市民とともに課題解決・ 

市民協働の進化 

市民による主体的な地域課題解

決に向けた仕組みづくり 

○「京田辺ええまちつくろ

うカフェ」の開催 

○市民活動の支援  

市民参画課 

２ 市民との連携による危機 

管理体制の充実 

防災情報伝達の充実と避難環境

の整備 

○避難所運営訓練の実施

（大住小学校） 

○避難所運営個別マニュ

アルの作成（大住小学校） 

安心まちづくり室 

災害ボランティアセンターなどの

広域連携体制強化 

○災害対策備品の購入 安心まちづくり室 

３ 消防団・自主防災組織など

による地域防災力のさら

なる向上 

自主防災組織の強化と地域の防

災リーダーとなる防災士の資格

取得助成 

○地域版マイ防災マップ

の作成 

 

安心まちづくり室 

消防団組織の充実と強化 〇消防団への処遇改善 

〇各種訓練等の実施 

消防総務課 

４ 地域住民と連携しながら進

める防犯・交通安全対策 

地域住民との連携による防犯啓

発活動と防犯カメラ、防犯灯の設

置など防犯環境の整備 

○防犯灯の設置 

○防犯カメラの設置 

安心まちづくり室 

段差解消や視覚障がい者誘導用

ブロックの設置などバリアフリー

の推進 

〇田辺大通線の歩道改良

工事を実施 

都市整備課 

計画交通課 

５ まちの特徴を生かした住宅

施策・空家対策の推進 

空家に関する相談会、除却・改修

補助などの実施 

〇空家に関する相談会の

開催 

〇ＪＴＩマイホーム借上げ制

度説明会を開催 

開発指導課 

若者と高齢者が同居し交流する

ソリデール事業の実施 

〇ソリデールに関するフォ

ーラムの開催 

開発指導課 

６ 防災拠点の整備 

京奈和自動車道田辺西ＩＣ西側に

おける防災広場の整備 

〇用地取得の交渉 

〇関係部局と整備に向け

た協議の実施 

安心まちづくり室 

７ 災害に強い都市基盤の 

整備 

水害からの安全性の確保に向け

た治水対策の推進 

〇新西浜放水路：令和 4

年度用地取得に向けた調

査に着手 

都市整備課 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】京田辺ソリデールの様子 
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            だれもが安心して暮らし続けられる支え合いづくり 重点プロジェクトⅢ 

 民間商業施設「ブランチ松井山手」内に、「地域子育て支援センター松井山手」

と「はぐはぐルーム松井山手」を開設し、気軽に立ち寄ってもらえる施設として

より多くの方に子育て支援サービスの提供体制を構築しました。 

 障害者生活支援センターにおいて相談支援事業を実施し、高齢者の方に対しても

「高齢者いきいきポイント事業」を実施するなど、住み慣れた地域で健康に安心

して暮らし続けられるまちづくりを推進しました。 

 妊産婦に対する支援事業を引き続き実施するとともに、開設した支援センタ

ー・はぐはぐルーム松井山手においても、子育て相談や一時預かり、親子教室

の開催など、さらなる子育て支援の充実を図ります。 

 

  

 

 

 

【目的・ねらい】 

 京田辺に、だれもが住み続け、また戻ってきたいと思えるような、安心で全世代型

の支え合いシステムを構築します。 

 年齢を重ねたり、障がいがあっても、住み慣れた地域で健康に安心して暮らし続け

られるまちづくりを進めます。 

 

 

【令和 3年度末までの取組状況】 

 
 

 

 

 

 

 

 

【今後の進め方】 

 

 

 

 

 

■ 成果指標 

指 標 名 当  初（令和元年度） 令和 3年度末 目  標  値 

高齢者福祉、障がい者

福祉に関する市民満

足度 

６６．８％ 

（H29年度(2017)市民満足度調査

『高齢者や障がいのある方が安心し

て暮らせるまちづくり』で「満足」「お

おむね満足」と答えた人の割合） 

― ↗ ※増加させる 
(R4年度(2022)に調査予定) 

地域子育て支援拠点

施設の利用者数 

１６，１２９人 

(H30年度(2018)) 

10,７７９人 

（Ｒ３年度(202１) 

２１，０００人 

(R5年度(2023)) 

認知症サポーター養成

講座受講累計者数 

７，８３３人 

(H30年度(2018)) 

9.７２１人 

（Ｒ３年度(202１) 

１２，０００人 

(R5年度(2023)) 
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■ 事業メニュ－ 

ア ク シ ョ ン 取組概要 令和 3年度の取組み 担 当 課 

１ 持続可能な地域公共交通ネ

ットワークの形成 

まちづくりと連携した持続可能な

公共交通ネットワークの形成（再掲） 

〇地域公共交通活性化協

議会の開催 

〇「路線バス無料の日」の実

施 

計画交通課 

２ 関係機関の連携による障が

いのある人への支援 

障がいのある人の生活を地域社会

全体で支えるサービス提供体制の

構築 

○相談支援事業の実施 

○日常生活用具給付事業

の実施 

障がい福祉課 

３ 子育て世代へのサポートの

充実 

子育て世代包括支援センターの機

能向上 

○妊産婦に対する各種支援

事業の実施 

子育て支援課 

地域子育て支援拠点施設の利用促進 ○地域子育て支援センター

事業、ファミリー･サポート･

センター事業の実施 

子育て支援課 

４ 地域包括ケアシステムの深

化と推進 

高齢者の社会参加と生きがいづくり ○高齢者いきいきポイント

事業の実施 

高齢者支援課 

〇高齢者が集うことのでき

る居場所づくりの支援 

高齢者支援課 

認知症になっても安心して暮らせ

るまちづくり 

〇認知症サポーター養成講

座開催 

高齢者支援課 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【参考】ブランチ内にある地域子育て支援センター松井山手の様子 
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               まちの利点を生かした産業振興と未来への基盤づくり 重点プロジェクトⅣ 

 D-egg 入居者の入居費の一部を助成し、同志社大学等の知的財産を活用した

起業家育成、市内企業等の新産業創出による産業活性化を推進しました。 

 住宅用蓄電池システム・太陽光発電システム設置に対する補助、ＣＯＯＬ ＣＨ

ＯＩＣＥ普及啓発、「地球温暖化実行計画」の見直しなど、未来に向けて持続可

能なまちづくりを推進しました。 

 大住土地区画整理組合に支援を行い、企業立地のための基盤整備などを促進しま

した。 

 

 

 ゼロカーボンオフィス推進ワークグループを設置し、今後の地球温暖化対策等

について意見交換を行い、「地球温暖化実行計画」を見直すことで、未来に向け

て持続可能なまちづくりを推進します。 

 

  

  

 

【目的・ねらい】 

 本市が持つ強みである「環境」「文化」「産業」を活用し、融合させる仕組みを構築

することにより、地域特性を生かした産業振興を図ります。 

 家庭や事業所における地球温暖化対策の促進や、環境負荷の少ない可燃ごみ広域処

理施設の整備により、未来に向けて持続可能なまちづくりを推進します。 

 新名神高速道路の全線開通に向け、企業立地のための基盤整備などの促進に取り組

みます。 

 

【令和 3年度末までの取組状況】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の進め方】 

 

 

 

 

 

■ 成果指標 

指 標 名 当  初（令和元年度） 令和 3年度末 目  標  値 

新たに、市内工業地

域に立地した企業と

D-eggに入居した企

業の数 

― 4事業者 １０事業者 

(R2～5年度(2020～2023)) 

市内温室効果ガス排

出量 
４０．９万 t-CO2 

(H27年度(2015)) 

40.5万 t-CO ３６．６万 t-CO2以下 

(R5年度(2023)) 
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■ 事業メニュ－ 

ア ク シ ョ ン 取組概要 令和 3年度の取組実績 担 当 課 

１ 同志社などと連携した新た

な産業創出 

起業家育成施設(Ｄ－ｅｇｇ)への

入居あっせんや入居費を補助 

○起業家育成施設 (D-

egg)入居費補助事業の

実施 

○起業家育成施設 (D-

egg)退去後市内立地補

助事業の実施 

産業振興課 

２ エコな暮らし、エコな事業

活動の促進 

家庭のエコ支援（太陽光と蓄電池

の設置補助）とCOOL CHOICE

の普及啓発 

○住宅用蓄電池システム・

太陽光発電システム設置

に対し、補助金を交付 

〇COOL CHOICE 普及

啓発事業の実施 

環境課 

３ 環境負荷の少ないごみ処

理施設の整備 

枚方市との広域化による可燃ご

み広域処理施設の整備（再掲） 

○敷地粗造成工事に着手 ごみ広域処理推進課 

４ 企業立地のための基盤整

備の促進 

学研都市（南田辺西・東地区）の整

備促進 

〇南田辺・狛田地区整備

について、具体的なスケジ

ュール協議の実施 

企画調整室 

自主財源の確保と雇用創出に向

けた大住工業専用地域の拡大 

○大住土地区画整理組合

設立認可 

産業振興課 

建設政策推進室 

５ 市民と企業、事業者との交

流の促進 

市民と市内企業との相互理解を

進め域内での人材サイクルを構築 

○田辺高校との連携事業

に向けた検討 

産業振興課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【参考】D-egg実験室 
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        時代の変化に対応した新たな都市づくり 重点プロジェクトⅤ 

 水辺の散策路の路面整備等を行い、身近に自然を感じることのできる環境を整備

したほか、すてきなまちなみ支援制度により緑あふれるまちづくりを推進しまし

た。 

 田辺中央北新市街地整備に向け、区画整理準備組合と調整を行いました。また、

新田辺駅東地区についても事業手法について比較・検討を行いました。 

 快適な移動・交通環境の整備を進めるため各所に要望活動を行いました。また、

下水道施設の基幹管路の耐震化・長寿命化を進めました。 

 持続可能な農業を創造するため、担い手の育成や生産・出荷体制を整備しました。

また、観光分野では、お茶の京都ＤＭＯとの連携事業を行いました。 

 農福連携をテーマとした田辺公園の拡張整備事業を進めるとともに、田辺中央

北地区新市街地整備促進事業等を進めることで、緑あふれるまちづくりや魅力

あるコンパクトシティの形成を推進します。 

 

  

 

【目的・ねらい】 

 甘南備山をはじめとした緑豊かな自然環境や街なかの公園など、身近に自然を感じ

ることのできる緑あふれるまちづくりを推進します。 

 自然と調和したコンパクトな都市構造の形成を進め、ＪＲ京田辺駅・近鉄新田辺駅

周辺では、文化拠点機能をもった新市街地整備と、駅前の再整備によって魅力ある

中核拠点の整備を進めます。 

 快適な移動・交通環境の整備を進めるとともに、都市基盤の耐震化・長寿命化を進

めます。 

 持続可能な農業の創造と観光分野における多様な連携を推進します。 

 

 

【令和 3年度末までの取組状況】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の進め方】 
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■ 成果指標 

指 標 名 当  初（令和元年度） 令和 3年度末 目  標  値 

自然環境、緑に関す

る市民満足度 

６４．２％ 

(H29年度(2017)市民満足度調

査『豊かな自然の保全と緑の再

生』で「満足」「おおむね満足」と答

えた人の割合） 

― ↗ ※増加させる 

(R4年度(2022)に調査予定) 

居住誘導区域内の人

口密度 
７３．６人／ha 

(H27年(2015)) 

― → ※維持する 

(R５年(2023)） 

観光消費額 
７．４億 

(H30年(2018)) 

1４.８３億円 １０億円 

(R5年(2023)) 

 

■ 事業メニュ－ 

ア ク シ ョ ン 重 点 取 組 み 令和 3年度の取組み 担 当 課 

１ 緑あふれるまちづく

りの推進 

農福連携をテーマとした公園整備 〇検討委員会において、公園整備

内容について検討 

緑のまちづくり室 

障がい福祉課 

農政課 

緑を楽しみ水辺に憩いながら、ウ

ォーキングできる環境づくり 

〇路面表示、案内看板の設置 

〇ウォーキングイベントの開催 

緑のまちづくり室 

健康推進課 

市民協働による身近な公園や緑

地の維持管理の推進 

○すてきなまちなみ支援制度の

施行 

施設管理課 

緑のまちづくり室 

２ 魅力あるコンパクト

シティの推進と新た

な都市づくり 

田辺地区における組合施行の土

地区画整理事業による新市街地

整備の促進 

〇都市計画に向けた京都府、市関

係課、地権者等との調整 

都市みらい室 

新田辺駅東側における生活利便

性の高い市街地再整備の促進 

〇事業手法の比較・検討 都市みらい室 

３ 文化発信の拠点構

築 

文化施設を核とした複合型公共

施設の整備 

〇民間活力の導入手法について

先進地事例の調査 

都市みらい室 

文化・スポーツ振興課 

４ 快適な移動・交通環

境の整備 

市北部地域の道路の交通対策 〇要望活動の実施 

〇関係各所と協議の実施 

建設政策推進室 

都市計画道路大住草内線の整備

推進 

〇大住草内線道路整備に向けた

概略設計業務を実施 

都市整備課 

まちづくりと連携した持続可能な公

共交通ネットワークの形成（再掲） 

〇地域公共交通活性化協議会の

開催 

〇「路線バス無料の日」の実施 

計画交通課 

５ 持続可能な都市基

盤の維持・整備 

水道管基幹管路などの更新・耐震化 ○基幹管路耐震化設計業務委託 

○基幹管路耐震化工事の実施 

上水道課 

下水道施設の長寿命化 ○下水道施設長寿命化について、

施設設計業務の委託 

下水道課 

６ 持続可能な農業の

創造と観光分野で

の多様な連携の推

進 

農業の担い手となる認定農業者

など農業後継者の育成支援 

○担い手の育成 

○生産･出荷体制の整備  

農政課 

玉露・碾茶、ナス、えびいもなどの

農産物のブランド化を支援 

○転入記念品として茶器の贈呈 

○農業振興に係る補助金の交付 

農政課 

お茶の京都ＤＭＯとの連携による

広域的な観光施策の推進 

○お茶の京都ＤＭＯとの連携事

業の実施 

〇三山木駅前茶園風園庭の管理 

産業振興課 
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        開かれた行政、市民と未来を創る市役所 重点プロジェクト＋１ 

 

 デジタル情報課を発足し、今後さらに行政手続きのデジタル化を推進します。

また、大学連携ディスカバリーベース事業を推進し、地域・大学との連携を強

化し、効率的・効果的なまちづくりを推進します。 

  

 

 

【目的・ねらい】 

 市民がまちづくりの一員として、積極的に参画できるオープンな市政運営を目指す

とともに、市の情報発信の充実と、効率的でスピーディーな行政運営、住民福祉向

上のために、ＩＣＴやＡＩなどの最新技術の活用を進めます。 

 多額の財政需要が見込まれるなか、持続可能な行財政運営を推進するため、新たな

財源確保や歳出削減など、行財政改革をさらに推進し、ＰＤＣＡサイクルの評価に

より施策事業の選択と集中を進めます。 

 大学や事業者、関係自治体と連携し、効率的・効果的なまちづくりを進めます。 

 

【令和 3年度末までの取組状況】 

 市民のまちづくりへの積極的な参加を促すため、SNS を活用した情報発信を推進し

ました。また、保育所入所調整事業にＡＩを導入し行政事務の効率化を図りました。 

 行政改革実行計画（令和２～５年度）について、確実な実行計画となるよう年度途

中で進捗状況の把握を行いました。 

 「大学連携ディスカバリーベース」による大学連携として、同志社大学教授による

「ポストコロナ社会を見据えた市民生活の向上について」の研究を進めました。 

また、「音楽によるアウトリーチ」「食学校における国際理解学習」など、地域と大

学をつなぐ取り組みを進めました。 

 

【今後の進め方】 

 

 

 

 

 

■ 成果指標 

指 標 名 当  初（令和元年度） 令和 3年度末 目  標  値 

市ＳＮＳを利用する

ユーザー数 
約３，０００人 

(R1年度(2019)) 

10,385人 約４，０００人 

(R5年度(2023)) 

行政改革実行計画に

掲げる事業の達成状

況 

－ 95％ １００％ 

(R5年度(2023)) 

重点プロジェクトの

達成状況 
－ ― １００％ 

(R5年度(2023)) 
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■ 事業メニュ－ 

ア ク シ ョ ン 取 組 概 要 令和 3年度の取組み 担 当 課 

１ 市民と情報を共有する効果

的な広報広聴の推進 

広報紙のリニューアル 〇広報紙のリニューアル 秘書広報課 

ＳＮＳを活用した情報発信の推進 ○公式フェイスブック・ツイ

ッターによる行政情報の

発信 

○市公式 LINE の運用開

始 

秘書広報課 

“映（ば）える”スポット、モノなど

を発信 

秘書広報課 

２ ＩＣＴなどの活用による効

率的・効果的な行政の推進 

ＡＩ-ＯＣＲ、ＲＰＡなどによる事務

作業の効率化推進 

〇コロナ禍に対応したテレ

ワーク等のシステム整備 

管財情報課 

ＡＩによる保育所マッチングの実施 ○ＡＩによる保育所マッチ

ングの実施 

輝くこども未来室 

個人番号（マイナンバー）カードの

取得推進 

〇個人番号（マイナンバ

ー）カード等の迅速かつ正

確な発行 

市民年金課 

市民政策推進室 

３ 行財政改革の推進 

市民との協働、質の高い行政サー

ビス、効率的な行財政運営などに

取り組む行政改革実行計画の推進 

〇行政改革実行計画（令

和２～５年度）の推進 

企画調整室 

下水道使用料の適正化 〇水道ビジョン・上下水道

事業経営戦略の策定 

〇京田辺市公共下水道使

用料改定を実施 

経営管理室 

４ ＰＤＣＡサイクルによる評価

の推進 

第４次総合計画まちづくりプラン

レビューによる重点プロジェクト

などの進捗管理 

〇令和 3 年度まちづくり

プランレビュー実施 

企画調整室 

５ 大学・学研都市などとの 

産学公連携の推進 

同志社などとの連携推進 ○大学連携ディスカバリ

ーベースの運用 

市民参画課 

市民向けイベントなど学研都市と

連携したまちづくりを推進 

○けいはんな学研都市活

性化促進協議会におい

て、各種イベントを開催 

企画調整室 

６ 広域行政の推進 

枚方市との広域化による可燃ご

み広域処理施設の整備（再掲） 

○敷地粗造成工事 

○施設建設地の用地取得 

ごみ広域処理推進課 

 

  

 

 

【参考】同志社大学生との連携事業の様子 


